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施肥と栽植密度によるトビイロウンカの耕種的防除効果 

［要約］トビイロウンカの成幼虫数は栽植密度より基肥窒素施用量の影響を受けやすく、

基肥の減肥や穂肥重点施肥による耕種的対策は生育前半の稲体窒素濃度の低下を介して、

トビイロウンカを制御し、安定した収量が得られる。 
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［背景・ねらい］ 

近年、水稲においてトビイロウンカが多発し、被害面積が拡大している。また、薬剤感受性低

下への対策や有機栽培の振興を図るためには、農薬に頼らない耕種的防除法が求められている。

トビイロウンカの耕種的防除法の一つとして、晩植による抑制効果（佐賀県成果情報 2011 年）が

認められているが、これ以外の耕種的防除法を組み合わせて効果を高めることも重要である。そ

こで、施肥量、施肥時期および栽植密度の違いがトビイロウンカの発生に及ぼす影響について検

討し、トビイロウンカの被害を軽減できる栽培法を明らかにする。 
 

 

 

［成果の内容・特徴］ 

１．基肥を減量するか、あるいは穂肥重点施用(0.0-0.5 区)とすることで、トビイロウンカの成幼

虫数を抑制でき、安定した収量が得られる（表１、表３）。 
 

２．水稲の葉色または茎葉部窒素濃度はトビイロウンカ成幼虫数と相関があり、特に 7 月下旬の

生育前半で相関係数が高い（表２）。このことから、生育前半の稲体窒素濃度の低下がトビイロ

ウンカの制御に寄与している。 
 

３．トビイロウンカの成幼虫数は、栽植密度（11.8～24.7 株/㎡）より基肥窒素施用量（0.0～0.8

㎏/a）や生育前半の稲体窒素濃度（1.7～2.9％）の影響を受けやすい（表３、図１）。 

 

４．肥培管理は窒素無施用で、かつ栽植密度は密植を避けた 12～18 株/㎡とすることで、トビイ

ロウンカの被害が少なく、比較的安定した収量が得られる（表３）。 
 
 
 

［成果の活用面・留意点］ 

１．本試験は無農薬栽培で実施した。 

２．トビイロウンカの発生は品種間差があり、本試験は「夢しずく」と「さがびより」を用いて

得られた成果である。本種の成幼虫数は施肥法や栽植密度の調整以外に 6月 25 日以降の晩植で

少なくなる。 
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